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地元 2大紙の琉球新報から取材申し入れがありましたの

で、当自治会が行つている寺子屋活動について、ご紹介しま

した。 5月 28日 付け同新聞の掲載記事をご紹介します。

なお、 5月 に寺子屋で学習をした子どもたちは、実数 19

名、延べ 52名でした。5月 はゴールデンウィークで 2回も休

みがありましたので、利用児童は少なめでした。

寺子屋情報

第2回回要講座殉l始書[I書す『

花と緑の美しい風景づくりをめざして昨年度開講した園芸

講座は、大変好評でしたので、 2回 目の講座を来る 6月 10
日 (日 )か ら開始すべく準備を進めています。草花の植え付
け、土づくり、施肥の仕方、庭木の剪定の仕方など庭づくり

に必要な園芸の基礎知識と基礎的な技能を身につける実践的

な講座です。実技に重点を置いていますので、定員は 15名

程度の少人数制です。

受講を希望される方は、公民館備え付けの申込書でお申し

込みください。また、より詳しく内容をお尋ねになりたい方

は、公民館にお問い合わせください。

琉球新報 -2012年 (平成 24年)5月 28日 月曜日 25面掲載―
掲載のデータ・写真は琉球新報社提供
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まちづくり委員会 「P3Lれ傷い農□J(傾称)で蔵見交換

前号でお伝えしましたように、「ふれあい農園」 (仮称)に
ついて、関係者間で意見交換会を持ちました。5月 28日 (月 )
は 18時～ 19時 (雨の中を前田公園予定地視察)、 19時～
20時 (ドイツのまちづくりの事例をビデオで学習 )、 20時
～ 22時 (意見交換)と いう風に4時間も掛けて熱心に話し
合いました。

まちづくり委員会から委員 7氏のほか、専門分野から赤嶺

光琉大教授 (農学 。地域づくり)、 我如古満氏 (1級造園技能
士)の両氏、市役所担当部署から下地
節於氏 (都市建設部長 )、 安里慶宏氏 (区

画整理課長 )、 兼城賢治氏 (同課係長 )、

ほか職員 1名 、計 13名 のご参力日をい
ただきました。

さすがこれだけのメンバーが揃 う

と、良いアイデアがポンポン飛び出し、

実行に向けて一歩踏み出した感を強く

しました。具体的な内容は、次号から

逐次紹介していきますが、再々お伝え

していますように、ふれあい農園の話

は、グリーンハイツのまちづくりの一

環として一つの要素をなすものです。

どうで、多くの会員の皆さんが、関心

を持っていただき、何なりとご意見を

お寄せください。

平成 24年度

社協会費納入のご協洵占願 bl

浦添市社会福祉協議会より、戸別会

員会費納入の協力依頼があります。本

市の福祉活動の貴重な財源になります

ので、皆様のご協力をお願いします。

班長さんがお伺いします。

金額 :一世帯当たり500円 (目 安)
(社協会員シール配付)

期間 :6月 3日 (日 )～ 30日 (土 )

う同f31れあblサロンのあ知らせ

21日 (木)9時公民館前集合

『社会見学 。南部』

2日 (土)

3日 (日 )

3日 (日 )

10日 (日 )

11日 (月 )

16日 (土 )

23日 (土 )

24日 (日 )

◎若竹会

う日の白治会活動予定

定例王)王長会 20:00

狂犬病予防注射と犬の登録 14150～ 16:00

第2回 自治会文、+抗グラウンドゴルフ大会(市陸上競技場)

園芸講座第 1回 15:00～ 17:00

交通安全対策委員会 20:00

定例役員会 20:00

1年生を迎える会 (子 ども会)14:00

園芸講座第 2回 15:00～ 17:00

7日 (木曜会)14日 (踊 り練習)28日 (定例会)



占鷹れときてした 町向美化清掃・車花植付作業
～クリーンデー INう らそえ～

雨天のため 1週間延期していた共同清掃は、5月 27日 (日 )

午前 9時から11時まで、109名 の参加者で町内の企草、メインス

ト,―卜花壇へのミニサンダンカ植え付けなどを実施。

公園や公民館広場には、夏の花が植えられ、色とりどりの

花を咲かせています。皆さんお疲れさまでした。

苦竹会の要彰古搬露日

'T―
パーカ ー終わる

～美挙を永久に語[I毬ごう～

浦添市市民憲章推進協議会から若竹会の鯉のばり掲揚台寄

贈にかかる活動が表彰されたニュースは、 5月 号で詳しく紹

介しましたが、そのお披露目>ィ ーパーティーが去る5月 21

日 (日 )、 年後 2時半から4時半まで、当公民館ホールで行わ

れました。

廃品回収活動 (平成 17年～ 20年)に直接携わった方々
を中心にミニパーティーとして企画し、十数名のご参加をい

ただきました。当日は、元若竹会会長で鯉のばり掲揚台寄贈

の提案者でもあつた新垣好さんにもご出席を願い、昔話に花

を咲かせました。

新垣好さんから以前に頂いていた寄稿文をこの機会にご紹

介いたします。 (右欄)グ リーンハイツヘの深い愛情がひしひ

しと伝わつてきます。是非ご一読ください。

嗅西『ひ書わとI』の製件にご協れくだ■_bl r

～協殉券殉1との書書八場善に。T椋千円～

◆から約50年前の1959年 6月、当時石川市の宮森小
学校に米軍ジェット戦闘機が墜落炎上して、子どもたちを含

む多くの特牲者を出しました。

皆さんは、あの悲惨な出来事を覚えていますか?
―瞬のうちに炎と血まみれの修羅場に放り込まれた子ども

たち、教師、父母、近隣の住民の悲しみと痛みは、想像を絶

するものでした。あの日の辛い記憶を一人ひとりが紡ぎ出し、

語り継いだ貴重な証言集をもとに、この映画はつくられます。

(「映画『ひまわり』を成功さ県民の会」の趣意書より)

映画製作会社の計画によると、◆年の7月から沖縄で現地

ロケを開始し、司2月ごろに完成の見込み。映画製作にご協

力くださる方には1000円 で協力券を買つていただき,こ
の券は、そのまま映画の入場券となります。自治会でも製作

に協力するため、チケットを取り扱つていますので、お申込

みください。受付期間は6月～7月中とします。

1寄 稿1浦添グリーンハイツ若竹会の思い出
新垣 好 (元若竹会会長)

グリーンハイツ若竹会は、めざましく進む高齢化に対応す

べく、「健康で生きがいのある人生」をテーマに、元自治会

長の大久英二様のご協力により、真栄城玄一さんを会長に、

20名 の会員で 1981年 (昭和 56年)9月 に結成され
ました。ちょうど浦添市制 11周年の意義ある年でした。

結成当時は何一つ予算もなく、会長始め会員はその運営

に大変苦労されたことを伺いました。当時の会員が苦難を

乗 り越えて現在の若竹会の基礎を築いてくださつた先輩た

ちに、深甚なる敬意と感謝を申し上げたいと思います。

若竹会は、結成以来今日まで、会員の団結と愛情をもつ

て大きく発展してまいりました。特に近年は、男性の入会

が増え、会の活動はますます活性化し、若竹会の特技とな

ったゲー トボールとグラウンドゴルフは、市主催の競技で

は常に上位を占めています。

また、特筆すべきは、資源ゴミの回収です。会長の永山

盛淳さん、副会長の新里親祥さん始め、男性 10数名で古
紙や空き缶を定期的に収集し、収益金はいろいろな活動に

プラスされ、会の活性化に寄与しました。「百聞は一見にし

かず」を地で行こうと、映画見学や国立劇場おきなわの見

学もしました。そういう活動を通して沖縄の歴史 。文化に

触れ、会員はますます識見や視野を広げ、心身ともに元気

はつらつと若返つたように思います。

また、婦人会や子ども会との交流を深め、前田小学校の

入学式には、手づくりの交通安全御守りを寄贈し、 5月 5

日の子どもの日には、公民館の広場に鯉のばりを掲げて会

員の希望を達成したことは、何より喜ばしいことでした。

子どもたちは、地域の宝、国の宝です。子どもたちの未

来を祝福し、よき古里をつくり、良き人材を育てることは、

私たちの使命ではないかと思います。鯉のばりが大きな口

を開け、空高く泳ぐ雄大な様は、まさにグリーンハインの

子どもたちが大きな未来へと羽ばたく姿を思わせます。

私たちは、戦後の苦しい時代を生き抜き、現在こうして

平和な時を過ごすことができるのは、子どもたちの素晴ら

しい笑顔があるからです。

若竹会は、今後もお互いに切磋琢磨してますますグリー

ンハイツの発展のために貢献していただきたいと思いま

す。
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公民館の広場には、犬や猫のフンが毎日10カ所ほど

見つかります。公民館の仕事は、毎朝フンの処理から

始まつています。とても嫌な事です。夜間は犬を放さな

いようにしてください。飼い猫も首輪をつけてください。
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